
平成18年分所得税青色申告決算書のレイアウトが変更になり、これに対応するため本製品のプログラムを修正

しました。青色申告決算書の変更箇所とプログラムの修正内容を以下に示しますのでご確認ください。

平成18年分より、青色申告決算書の申告用紙のタイトル部分が以下のように変更になりました。

青色申告決算書のレイアウト変更に伴うプログラムの修正について

青色申告決算書のレイアウト変更の内容について

平成17年分所得税青色申告決算書（一般用） 1ページ目

平成18年分所得税青色申告決算書（一般用） 1ページ目

平成18年分所得税青色申告決算書（一般用） 2ページ目

平成17年分所得税青色申告決算書（一般用） 2ページ目

平成17年分所得税青色申告決算書（不動産所得用）　1ページ目

平成18年分所得税青色申告決算書（不動産所得用）　1ページ目

平成18年分所得税青色申告決算書（不動産所得用）　2ページ目

平成17年分所得税青色申告決算書（不動産所得用）　2ページ目

［決算・申告］メニューの［青色申告決算書］の［青色申告決算書作成］で青色申告決算書を印刷する場合には、

青色申告決算書の1ページ目と２ページ目のタイトル部分（平成□□年分）を、基本情報ダイアログの会計期

間をもとに、自動で印刷するようにプログラムを修正しました。

なお、このプログラムの修正によって、お客様が新たに設定しなくてはならない項目等はございません。

以上

プログラムの修正内容
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